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主な内容

P 12−13 防ごう 声掛け事案 
P 14 市景観計画の変更 
P 15 高額医療・高額介護合算療養費制度 
P 16−17 まちの出来事 

❶	鶏肉は塩・こしょうを振り、下味を付ける。
❷	ショウガとニンニクをおろす。Ａを混ぜ合わせて漬け込みだれを作り、❶
の鶏肉をからめて味が染み込むまで1時間ほど漬け込む。

❸	❷の鶏肉のたれを軽く拭い取り、200度に温めたオーブンで15分～20分
ほど焼く。

❹	ジャガイモを一口大に切り、ゆでる。軟らかくなったらゆで汁を捨て、水
分を飛ばす。粉がふいてきたら塩（1）を振り味を整える。

❺	ニンジンは一口大に切って面取りをする。鍋にニンジンを入れ、かぶる程
度の水、砂糖、バター、塩（2）を入れ中火にかける。沸騰したら弱火にし
て、途中で水分がなくなったら水を足しながら軟らかくなるまで煮る。軟
らかくなったら火を強め、鍋を揺すりながら水分をとばす。

❻	皿にタンドリーチキンを盛り付け、❹の粉ふきいもと❺のニンジンのグ
ラッセ、ベビーリーフを添える。
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表紙写真：田島弥平旧宅を応援します
本年８月、「富岡製糸場と絹産業遺産群」
が世界遺産候補としてユネスコに推薦さ
れることが決定しました。本市にある田
島弥平旧宅（境島村）は、その構成資産の
一つ。今回の特集では、世界遺産候補と
して田島弥平旧宅が持つ魅力に迫ります。
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　もし島村で養蚕が始まって
いなかったら、日本だけでな
く、世界の絹文化が今とは違
ったものになっていたのかも
しれません。明治時代にこの
伊勢崎の地からイタリアに飛
び立ち、世界で活躍した人が
いました。その時代に海を渡
るということは、今を生きる
私たちには想像も及ばない苦
労があったと思います。
　この地で今と変わらぬ夕日
を眺めながら、田島弥平はど
んなことに思いをはせていた
のだろう。そんなことを考え
ながら島村を散歩するのも良
いかもしれません。　　（な）

●活動状況は？
▶月４回程度
●活動場所は？
▶あずま公民館
●メンバーは？
▶27人

　いすを使ったチェア体操をはじめ、足踏み竹・長い棒などを
利用して、普段使わない筋肉を動かす体操をしています。体操
を始めてから姿勢が良くなり、心も体も若々しくなりました。
今年で活動８年目、サークル発足時から続けている人が多く、
将来介護を必要としない自立した生活ができるように楽しく活
動しています。先生が明るく元気いっぱいに指導してくれるの
で、みんな元気いっぱいになります。

サークル名 	 チェア体操

作り方

たれは手で軽く取るくらいにし、天板に
オーブンペーパーを敷いて焼きましょう。

 材料 （４人分） 
鶏もも肉（皮なし）	･･30g×12切れ

塩・こしょう	････････････少々

	 ショウガ	･･････････小1かけ

	 ニンニク	････････････1かけ

Ａ
	 プレーンヨーグルト	･･･80g

	 カレー粉	･･････････小さじ2

	 トマトケチャップ	･･･大さじ2と2/3

	 中濃ソース	･･ 大さじ1と1/3

ジャガイモ	･････････ 中1と1/2個

塩（1）	････････････････････少々

ニンジン	･････････････････小1本

砂糖	･･･････････････････小さじ2

バター	･･･････････ 小さじ1と1/2

塩（2）	････････････････････少々

ベビーリーフ	･･････････････20g

12月は親子で楽しくクリスマスメニュー
●カップdeおすし

●チーズ入り野菜スープ

●ミニクレープ

　 タンドリーチキン
※ほかのメニューの材料と作り方は、
市ホームページをご覧ください

１人分
180kcal

クリスマスは 親子で料理を 作ってみましょう
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主な内容

P 12−13 防ごう 声掛け事案 
P 14 市景観計画の変更 
P 15 高額医療・高額介護合算療養費制度 
P 22  伊勢崎から宇宙へ
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世界遺産候補「富岡製糸場と絹産業遺産群」

田島弥平旧宅の

魅力に迫る
特集
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島
村
蚕さ

ん

種し
ゅ

を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

島
村（
現
在
の
境
島
村
）は
、
か
つ
て

養
蚕
業
が
盛
ん
に
営
ま
れ
て
い
た
地
域

で
す
。
度
重
な
る
利
根
川
の
洪
水
で
、

こ
の
土
地
に
運
ば
れ
て
き
た
水
は
け
の

良
い
土
砂
は
、
蚕
の
餌
と
な
る
桑
の
生

育
に
適
し
て
い
ま
し
た
。

　

幕
末
か
ら
明
治
初
め
に
か
け
て
、
島

村
は
蚕
種（
蚕
の
卵
）貿
易
に
よ
り
大
き

な
利
益
を
得
ま
し
た
。
田
島
弥
平
は
こ

の
こ
ろ
の
蚕
種
家
の
一
人
で
す
。
明
治

維
新
後
間
も
な
い
明
治
５
年
、
島
村
の

蚕
種
家
は
蚕
種
製
造
の
た
め
、
株
式
会

社「
島
村
勧
業
会
社
」を
設
立
。
島
村
ブ

ラ
ン
ド
は
優
良
な
蚕
種
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
10
年
代
に
な
り

海
外
へ
の
蚕
種
輸
出
が
減
少
す
る
と
、

蚕
種
の
販
売
は
国
内
向
け
に
代
わ
り
、

近
代
日
本
の
生
糸
の
生
産
を
支
え
て
き

ま
し
た
。

　

島
村
の
蚕
種
農
家
は
、
昭
和
の
時
代

も
蚕
種
改
良
の
研
究
を
続
け
、
高
品
質

の
島
村
ブ
ラ
ン
ド
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
国
内
の
養
蚕
業
の
衰
退
に
伴
い
、

昭
和
63
年
、
江
戸
時
代
か
ら
続
い
た
島

村
の
蚕
種
業
も
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。

　

養
蚕
業
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
と
さ
れ

る
田
島
弥
平
旧
宅
。
今
、
世
界
遺
産
候

補
と
な
り
、
そ
の
歴
史
を
伝
え
残
そ
う

と
動
き
始
め
ま
し
た
。
田
島
弥
平
旧
宅

が
持
つ
、
そ
の
魅
力
と
は
―
―
。

日本工業大学 建築学専攻 協力研究員 
大
お お さ わ

沢翔
し ょ う た

多さん
島村養蚕農家群の調査に携わり、現在は田島
弥平旧宅ほか周辺の観光ガイドも務める。

第27代 ミスひまわり（左から） 
茂
も て ぎ

木沙
さ き

紀さん、須
す の は ら

野原雅
ま さ よ

代さん、大
お お い し

石ともみさん
田島弥平旧宅PRのため、今回、特別に２階蚕室と屋
根裏の「やぐら」内部を見学。大型養蚕農家が残る島村
を散策し、島村の養蚕の歴史にふれた。

田
た じ ま

島健
け ん い ち

一さん
現在の田島家当主。歴史ある田島
弥平旧宅を受け継ぎ、守ってきた。

世界遺産登録推進 
群馬県の応援キャラクター 
工
こ う じ ょ

女ぐんまちゃん

島村の歴史を伝え残す活動をしている 
ぐんま島村蚕種の会の皆さん
まゆクラフトなどの講師も務める 
ボランティア団体 みちくさ塾の金

か な い

井拓
た く み

美さん
桑の実ジャムや桑の葉入りクッキーなどを製作 
県立伊勢崎興陽高校 食を科学する系列の皆さん
地元の境島小学校の５・６年生の皆さん

大沢さんの旧宅特別解説は ４・５ページ

ミスひまわりの のんびり島村散歩は ６・７ページ

田島弥平や世界遺産候補を
もっと知るなら ８・９ページ

インタビューは 10ページ

皆さんからの応援メッセージは 11ページ

世界遺産候補「富岡製糸場と絹産業遺産群」

田島弥平旧宅の

魅力に迫る
特集



2012年（平成24年）12月1日号広報いせさき

田島弥平旧宅の魅力に迫る

45

現存する建物など
現存しない建物など

実際の方位

鳥居
記念碑

別荘桑場

新蚕室跡

香月楼跡表門

東門

裏門

主屋

蚕具置場

文庫蔵
味噌蔵跡

種蔵

穀蔵跡

氏神様
説明板

井戸

北面

南面

西
面

東
面

蚕
種
業
を
営
ん
で
き
た
田
島
家

歴
史
的
価
値
も
認
め
ら
れ
て
い
る

　

田
島
弥
平
旧
宅
は
、
田
島
家
一

族
が
現
在
の
土
地
に
住
ん
で
か
ら

２
代
目
の
当
主
、
田
島
弥
平
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
た
主
屋
が
残
る
国

指
定
史
跡
で
す
。

　

田
島
家
一
族
は
、
初
代「
弥や

兵へ

衛え

」、
２
代「
弥
平
」か
ら
は
代
々

「
弥
平
」の
名
を
襲
名（
先
代
ま
で

襲
名
）し
、
蚕
種
業
を
な
り
わ
い

と
し
て
き
ま
し
た
。
田
島
弥
平
旧

宅
の
敷
地
内
で
は
、
現
存
し
な
い

建
物
も
あ
り
ま
す
が
、
蚕
種
業
に

関
わ
る
産
業
や
研
究
が
行
わ
れ
、

そ
の
歴
史
的
な
価
値
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

蚕
種
製
造
の
工
場
だ
っ
た

県
内
最
大
級
の
大
型
養
蚕
農
家

　

田
島
弥
平
旧
宅
は
、
は
約
４
０ 

０
９
㎡（
約
１
２
０
０
坪
）の
広
大

な
屋
敷
地
の
３
方
向
に
門
を
構
え

て
い
ま
す
。
敷
地
内
に
は
主お

も

屋や

の

ほ
か
に
、
蚕
の
餌
と
な
る
桑
の
葉

を
貯
蔵
し
た
桑く

わ

場ば

、
蚕
の
卵
を
保

管
し
た
種た

ね

蔵ぐ
ら

、
数
百
人
の
使
用
人

の
食
事
を
支
え
た
井
戸
な
ど
が
あ

り
、
蚕
種
製
造
の
工
場
の
様
相
を

残
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
主
屋
は
、
文
久
３
年（
１ 

８
６
３
年
）に
建
築
さ
れ
た
、
木

造
２
階
建
て
、
瓦
ぶ
き
の
養
蚕
農

家
で
す
。
瓦
の
ふ
き
替
え
や
外
壁

な
ど
の
補
修
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

柱
や
梁は

り

な
ど
の
構
造
材
は
当
初
の

ま
ま
で
、
約
１
５
０
年
前
か
ら
現

在
の
形
で
建
っ
て
い
ま
し
た
。
建

物
を
支
え
る
大
黒
柱
は
１
・
０
５

尺（
約
31
㎝
）角
の
ケ
ヤ
キ
材
で
、

地
面
か
ら
棟
ま
で
、
長
さ
９
ｍ
を

超
え
る
１
本
の
材
で
建
物
を
貫
い

て
支
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
主
屋
は
、
桁け

た

行ゆ
き

13
間
半（
約

25
ｍ
）、
梁は

り

間ま

５
間（
約
９
ｍ
）で
、

群
馬
県
内
で
も
最
大
級
の
大
型
養

蚕
農
家
で
す
。
１
階
を
住
居
、
２

階
を
蚕さ

ん

室し
つ（
蚕
を
飼
う
部
屋
）と
し

た
併
用
住
宅
で
す
。
２
階
の
蚕
室

は
通
風
を
重
視
し
て
い
る
た
め
、

巨
大
な
一
室
に
柱
が
数
本
だ
け
建

っ
て
い
ま
す
。

河
川
の
氾
濫
と
、
養
蚕
の
た
め
の

通
風
を
考
慮
し
た
構
造
が
特
徴

　

田
島
弥
平
旧
宅
の
特
徴
は
、
そ

の
大
き
さ
の
ほ
か
に
、
壁
面
の
少

な
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
１
階
は

座
敷
を
囲
む
面
は
障
子
戸
で
間
仕

切
り
さ
れ
、
建
物
の
外
周
の
ほ
ぼ

全
て
が
開
口
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
根
川
の
氾
濫
時
に
は
、
建
物
内

部
に
意
図
的
に
水
を
流
し
、
建
物

の
流
失
を
防
い
で
い
ま
し
た
。
２

階
は
通
風
を
良
く
す
る
た
め
、
東

西
の
面
以
外
の
ほ
ぼ
全
て
が
開
口

部
で
す
。
建
物
の
耐
力
は
、
壁
面

の
代
わ
り
に
、
数
多
く
の
材
で
組

ま
れ
た
大
屋
根
を
支
え
る
小
屋
組

が
担
っ
て
い
ま
す
。

屋
根
の
上
に「
や
ぐ
ら
」を
設
け

弥
平
が
考
案
し
た「
清せ

い

涼り
ょ
う

育い
く

」

　

屋
根
の
上
に
乗
る
小
屋
根
は「
や

ぐ
ら
」と
呼
ば
れ
、
瓦
ぶ
き
養
蚕 

農
家
の
特
徴
と
い
え
ま
す
。
田
島

家
の「
や
ぐ
ら
」は
幅
約
１
・
８
ｍ
、

高
さ
は
約
２
ｍ
あ
り
、
大
人
が
立

っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
歩
け
る
ほ
ど
の

空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
や

ぐ
ら
」に
は
、
木
製
の
引
き
戸
が

あ
り
、
こ
の「
気
抜
き
窓
」と
２
階

蚕
室
の
南
北
面
の
窓
を
開
け
る
こ

と
に
よ
り
、
蚕
室
の
室
内
環
境
を

調
整
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
、
通

風
を
意
識
し
、
蚕
室
内
を
自
然
に

近
い
状
態
で
蚕
を
飼
う
仕
組
み
が
、

田
島
弥
平
が
考
案
し
た「
清
涼
育
」

で
す
。
そ
の
成
果
は
、
田
島
弥
平

の
著
書『
養
蚕
新
論
』お
よ
び『
続

養
蚕
新
論
』に
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。

田
島
弥
平
旧
宅
は

養
蚕
農
家
建
築
の
原
点

　

田
島
弥
平
の
著
し
た『
養
蚕
新

論
』に
基
づ
き
、
瓦
ぶ
き
の
屋
根

を
持
ち
、
屋
根
上
に「
や
ぐ
ら
」と

呼
ば
れ
る
換
気
窓
を
設
け
た
形
の

養
蚕
農
家
は
、
群
馬
県
内
だ
け
で

な
く
、
全
国
的
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
田
島
弥
平
旧
宅

は
、
近
代
養
蚕
農
家
建
築
の
標
準

と
な
り
、
こ
れ
ら
養
蚕
農
家
建
築

の
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
島
村
に
は
田
島

弥
平
旧
宅
の
ほ
か
に
も
、
こ
の
よ

う
な「
や
ぐ
ら
」を
設
け
た
大
型
養

蚕
農
家
が
い
く
つ
も
残
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

現
在
、
田
島
弥
平
旧
宅
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
大
型
養
蚕
農
家
群

の
観
光
ガ
イ
ド
を
務
め
て
い
る
大
沢
翔
多
さ
ん
に
、
田
島
弥
平
旧

宅
の
特
徴
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。
今
回
は
特
別
に
許
可
を
得
て
、

２
階
の
蚕さ

ん

室し
つ

内
部
と
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
設
け
ら
れ
た「
や
ぐ
ら
」

内
部
を
、
ミ
ス
ひ
ま
わ
り
の
３
人
が
見
学
し
ま
し
た
。

A「やぐら」内部。左右の窓を開けて換気をしていた　※特別に許可を得て撮
影しています　B屋根の上の赤枠部分が「やぐら」　C田島弥平旧宅の敷地の
見取り図。建物の東西南北の面は実際の方位とずれがある　D田島弥平旧宅
について説明してくれた大沢翔多さん

E大沢さんの話に聞き入るミス
ひまわりの３人　F主屋２階の 
東には、かつてあった新蚕室（養
蚕専用の建物。写真右手辺り）
への渡り廊下（赤枠部分）が残る
G主屋北の種蔵　H２階蚕室に
保管されている養蚕道具　I主
屋を支えてきた大黒柱。天井の
格子の先には「やぐら」の足場が
見える（左上奥）　J「やぐら」内
部はこんなに広い

よ
う
こ
そ
、
田
島
弥
平
旧
宅
へ

BD

C

A

J I H G F E
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❾島村の渡し
現在の利根川堤防の中にかつて
の島村の中心地、前島集落があ
りました。島村の渡しは公道と
して利用されているため、乗船
料金は無料です。天候により運
休になる場合があります。
午前８時30分～12時　午後
１時～５時（10月～３月は午後
４時30分まで）
道路維持課（☎27－2761）・

境道路対策室（☎74－0568）

❶島村見本桑園
養蚕が盛んだった頃の島村は、一面に桑畑
が広がっていました。桑畑の向こうに養蚕
農家群が構える景観は、島村蚕種の繁栄時
代の風景です。

❽島村沿革碑
島村の風土に関わる歴史や産業につ
いて刻まれています。島村の歴史は
川の歴史というほど、島村と利根川
は深い関連があります。

境島小学校

田島弥平旧宅（現当主健一宅）

島村蚕のふるさと公園

田島弥平旧宅および周辺の養蚕農家群の見
学時のお願い
　田島弥平旧宅およびその周辺の養蚕農家は、
個人住宅で、現在も居住されています。ガイド
なしでの見学の場合、敷地内への立ち入りはご
遠慮ください。見学を希望する場合は事前に文
化財保護課またはぐんま島村蚕種の会まで連絡
してください。
　車で訪れる場合は、島村蚕のふるさと公園の
駐車場を利用してください。
文化財保護課（☎63－3636）・ぐんま島村

蚕種の会（境島村公民館内☎74－9345）

❼島村蚕種業績碑
境島小学校の南側の住宅団地の区画
には、かつて島村蚕種共同組合が建
っていました。碑文は、島村出身の
遺伝学者、田島弥太郎博士によるも
のです。

❷田島弥平顕彰碑
弥平の娘「たみ」によって、建てられま
した。石碑には、弥平の養蚕業の功績
が刻まれています。当時、東京から舟
で運ばれてきた石が使われています。

❻田島林平旧宅
（現当主達行宅）
慶応２年（1866年）の建造で、
２階北面に顕微鏡室が設けら
れています。当初の形式を保
存するように改修が行われて
います。

❹田島乙三郎旧宅
（現当主善一宅）
幕末に建造され、東隣から曳

ひき

屋し
たと伝えられています。屋根は高
く、入母屋造の重厚な外
観を持っています。

❺田島平内旧宅
（現当主亀夫宅）
田島一族が住む、新地集落の
南端に建っています。屋敷の
北面には石垣の塀が組まれ、
南から望む屋敷景観は壮観で
す。さらに南に離れると、田
島一族の養蚕集落が一望でき
ます。

手打ちそば　好
こ う じ つ あ ん

日庵 広域地図A

島村の渡し左岸の乗り場（北側）近くに店を構える「手打ちそば
好日庵」。落ち着いた雰囲気の店内で、ゆっくりとそばを味わ
うことができます。店主のおすすめは、ざるそば、もりそば、
鴨汁そば。
境島村3454－403
午前11時～午後３時（売り切れ次第終了）
水・木曜日
74－2885

つねやモンドール 広域地図B

焼き菓子・ケーキなどの洋菓子から
地元の銘菓まで、品ぞろえ豊富な
「つねやモンドール」。県優良県産品
推奨品の「利根の渡し」はホイル焼き
のカステラで日持ちが良く、中に栗
あんの入ったまろやかな味わい。
境平塚1717－２
午前９時～午後７時
水曜日
74－9451

日本基督教団島村教会 広域地図C

明治30年に建造された木造の教会堂。島村とキリス
ト教の関わりは深く、明治初期、蚕種輸出のため横浜
に行った蚕種業者がキリスト教と出会ったのが始まり
です。外観は随時見学ができます。
境島村2509
文化財保護課

（☎63－3636）

ちょっと足を
延ばして 渋沢栄一と島村養蚕業
渋沢栄一記念館（資料室） 広域地図D

渋沢栄一の写真など、
数々の貴重な資料が展
示されています。
埼玉県深谷市下手計

1204
午前９時～午後５時
火曜日（祝日の場合

は翌開館日）、年末年
始（12月29日～１月３日）
無料
渋沢栄一記念館（☎048－587－1100）

旧渋沢邸「中
なか

の
ん

家
ち

」 広域地図E

渋沢家の住宅として使
われてきた屋敷。栄一
が帰郷した際に利用し
た部屋などが見学でき
ます。
埼玉県深谷市血洗島
247－１
午前８時30分～午

後５時
年末年始（12月29日～１月３日）
深谷市教育委員会生涯学習課（☎048－572－9581）

「日本近代資本主義の父」と呼ばれる渋沢栄一。島村養蚕業
との関係は、宮中御養蚕実施に伴い、明治４年、渋沢栄一
が相談役として選ばれたのが始まりでした。栄一は養蚕指
導については親戚である島村の田島武

ぶ へ い

平を世話役として推
薦し、これをきっかけに島村の養蚕業が広く知れ渡ること
となりました。また、養蚕関係では日本で初めての株式会
社となる島村勧業会社の設立についての指導や、富岡製糸
場の建設に関わるなど、栄一は養蚕業の発展において大き
な役割を果たしました。

田島平次旧宅

田島武平旧宅

スタート
&ゴール

のんびり島村散歩
島村の大型養蚕農家群を見に行こう

ミスひまわりの

●❹

●❺
●❻

●❷

●❸

●❶

●❼

●❽

●❾

渋沢栄一
記念館

旧渋沢邸
「中の家」

つねやモンドール

境島村公民館

日本基督教団
島村教会

好日庵

利根川

広瀬川

埼玉県本庄市 埼玉県深谷市

N

上武大橋北

上武大橋南田島弥平旧宅
境島村養蚕農家群

14

258

258

295

A

C

D

B

E

島村の渡し

広域
地図
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世
界
遺
産
候
補
の
一
つ

田
島
弥
平
旧
宅
の
重
要
性
と
は

　

長
い
間
生
産
が
限
ら
れ
て
い
た

生
糸
の
大
量
生
産
を
実
現
し
た
技

術
革
新
と
、
世
界
と
日
本
と
の
間

の
技
術
的
知
識
の
交
流
。
こ
れ
が

「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」

が
持
つ
世
界
遺
産
候
補
と
し
て
の

価
値
で
す
。

　

世
界
遺
産
候
補
の
中
心
資
産
と

な
る
富
岡
製
糸
場
は
、
繭
か
ら
生

糸
を
作
る
製
糸
工
場
で
す
。
い
く

ら
富
岡
製
糸
場
が
頑
張
っ
て
も
、

繭
が
た
く
さ
ん
な
け
れ
ば
、
た
く

さ
ん
の
生
糸
は
で
き
ま
せ
ん
。
島

村
の
田
島
家
は
、
生
糸
の
大
量
生

産
に
結
び
付
く
、
蚕
が
良
く
育
つ

養
蚕
農
家
を
考
案
し
ま
し
た
。

世
界
で
初
め
て
！

換
気
機
能
を
設
け
た
養
蚕
農
家

　

田
島
弥
平
は
、
瓦
屋
根
を
乗
せ

た
２
階
の
上
に
、「
や
ぐ
ら
」と
か

「
天て

ん

窓そ
う

」と
呼
ば
れ
る
空
気
抜
き
を

付
け
た
養
蚕
農
家
を
造
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
、
病
気
に
か
か
っ
た
り

温
度
管
理
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
り
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
蚕
を
、

上
手
に
育
て
ら
れ
る
養
蚕
農
家
の

形
を
、
世
界
で
初
め
て
作
っ
た
の

が
田
島
家
で
す
。
こ
う
し
て
、
生

糸
の
大
量
生
産
に
必
要
な
、
繭
の

大
量
生
産
の
基
礎
を
作
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
弥
平
は
、『
養
蚕
新
論
』

を
書
い
た
り
、
蚕
の
卵
を
イ
タ
リ

ア
に
直
接
持
っ
て
い
っ
た
り
し
ま

し
た
。
蚕
の
卵
を
売
る
過
程
で
蚕

の
病
気
の
検
査
の
重
要
性
に
気
付

き
、
検
査
の
た
め
の
顕
微
鏡
を
輸

入
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
島
村
に
キ
リ
ス
ト
教
を

導
入
し
た
り
、
明
治
期
の
洋
画
で

も
古
い
部
類
に
入
る
弥
平
の
肖
像

画
が
残
っ
て
い
た
り
と
、
文
化
の

交
流
と
い
う
意
味
で
も
、
日
本
の

近
代
化
の
一
つ
と
し
て
大
き
な
意

義
が
あ
り
ま
す
。

近
代
の
経
済
発
展
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

　

島
村
の
大
き
な
養
蚕
農
家
は
、

ほ
と
ん
ど
明
治
か
ら
昭
和
の
初
め

く
ら
い
の
建
物
で
、
ほ
か
の
地
域

で
は
、
明
治
時
代
の
も
の
と
い
う

の
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
よ
。
非

常
に
貧
し
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
明
治
時
代
に
、
群
馬
県
、
特
に

島
村
で
、
な
ぜ
百
年
、
二
百
年
使

え
る
よ
う
な
家
が
建
つ
の
か
。
や

は
り
蚕
種
、
養
蚕
、
製
糸
な
ん
で

す
。
そ
の
く
ら
い
、
地
域
に
大
き

な
利
益
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

日
本
が
ち
ょ
う
ど
開
国
し
た
時

期
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
糸
が
不

足
し
て
い
て
、
当
時
、
日
本
は
生

糸
を
た
く
さ
ん
輸
出
し
ま
し
た
。

日
本
の
近
代
化
を
何
が
支
え
た
の

か
と
い
え
ば
、
生
糸
の
輸
出
で
す
。

こ
れ
で
稼
い
だ
お
金
で
鉄
道
も
造

っ
た
し
、
近
代
工
場
も
造
っ
た
し
、

製
鉄
も
や
り
ま
し
た
。
そ
の
原
点

が
富
岡
製
糸
場
で
、
田
島
家
も
そ

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

近
代
養
蚕
農
家
は
画
期
的
な
発
明

　

日
本
人
は
蚕
を
非
常
に
大
事
に

す
る
の
で
、
蚕
と
一
緒
に
生
活
し

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
世
界
に

ほ
か
で
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
蚕
の

飼
育
の
た
め
に
屋
根
に「
や
ぐ
ら
」

を
付
け
た
こ
と
で
、
家
の
中
の
環

境
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
く
な

っ
た
。
そ
れ
が
近
代
養
蚕
農
家
の

特
徴
で
す
。
人
が
換
気
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
意
味

で
は
、
画
期
的
な
発
明
な
ん
で
す
。

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

こ
れ
か
ら
の
課
題

　

田
島
弥
平
旧
宅
を
た
だ
の
観
光

名
所
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
上
手
な
使
い
方
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
観
光

地
の
よ
う
に
や
っ
た
ら
、
こ
こ
は

だ
め
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
島

村
が
い
い
の
は
、
静
か
な
農
村
風

景
の
中
に
、
か
つ
て
の
大
型
養
蚕

農
家
が
普
通
の
日
常
の
光
景
と
し

て
残
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
こ
で
ま

だ
村
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
こ

と
。
島
村
に
来
て
く
れ
た
人
に
、

そ
の
価
値
を
良
く
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
こ
れ
を
解
説
す
る

こ
と
が
す
ご
く
重
要
だ
と
思
う
ん

で
す
。
人
か
ら
人
へ
、
地
域
の
魅

力
を
話
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
そ
れ
は
４
資
産
全
体
に
共

通
す
る
課
題
で
す
ね
。

　

島
村
は
さ
ら
に
そ
の
傾
向
が
い

っ
そ
う
強
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
田
島
弥
平
旧
宅
だ
け
で
な

く
、
周
囲
に
も
田
島
家
に
負
け
な

い
立
派
な
養
蚕
農
家
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
、
自
然
環
境
も
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
た
い

と
い
う
こ
と
、
近
隣
に
は
富
岡
製

糸
場
建
設
に
尽
力
し
た
渋
沢
栄
一

の
生
誕
の
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、

そ
れ
ら
を
全
体
と
し
て
生
か
し
て

い
く
よ
う
な
方
法
が
必
要
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　「富岡製糸場と絹産業遺産群」を県内初の世界遺産に。世界
遺産登録に向けて、日々忙しいスケジュールをこなす、群馬
県世界遺産推進課長の松

ま つ う ら

浦利
と し た か

隆さんに話を聞きました。

コラム

田
島
弥
平
っ
て
ど
ん
な
人

　
田
島
氏
は
、
中
世
に
島
村
の
地

に
土
着
し
た
と
伝
わ
る
一
族
で
す
。

弥
平
の
父
、
弥
兵
衛
は
、
江
戸
時

代
後
半
、
利
根
川
の
洪
水
に
伴
い

現
在
地
に
移
転
し
た
と
さ
れ
、
養

蚕
で
財
を
な
し
、
養
蚕
長
者
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
そ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
弥

平
は
、
信
州
や
奥お

う

州し
ゅ
う

伊だ

達て（
現
在

の
長
野
県
や
福
島
県
）な
ど
の
養

蚕
家
を
め
ぐ
っ
て
養
蚕
技
術
の
研

究
に
励
み
ま
し
た
。
弥
平
は
、
蚕

の
飼
育
に
は
自
然
の
通
風
が
重
要 

で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
自
宅
の

養
蚕
建
物
を
改
良
し
て
養
蚕
の
実 

験
を
行
い
、
２
階
建
て
、
瓦
ぶ
き
、 

や
ぐ
ら（
気
抜
き
窓
）付
き
養
蚕
建

物
を
考
案
し
ま
し
た
。
そ
し
て
明

治
５
年（
１
８
７
２
年
）に『
養
蚕

新
論
』を
、
同
12
年（
１
８
７
９

年
）に『
続
養
蚕
新
論
』を
著
し
て
、

養
蚕
建
物
で
は
空
気
の
循
環
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
理
論
的
に
体
系

付
け
た
、「
清
涼
育
」の
普
及
に
努

め
ま
し
た
。

　
弥
平
が
考
案
し
た
こ
の
建
物
は
、

全
国
の
ほ
か
の
養
蚕
建
物
の
規
範

と
な
り
ま
し
た
。
清
涼
育
は
、
建

物
だ
け
で
な
く
、
蚕
種
の
生
産
過

程
、
製
種
法
、
桑
の
栽
培
方
法
を

含
む
生
産
技
術
理
論
で
す
。
清
涼

育
は
全
国
に
広
ま
り
、
弥
平
の
元

に
は
多
く
の
養
蚕
伝
習
生
が
訪
れ
、

研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
明
治
５
年
以
降
、
弥
平
は

宮
中
御
養
蚕
に
た
び
た
び
奉
仕
し
、

青
山
御
所
の
蚕
室
も
設
計
し
ま
し

た
。

　
弥
平
は
蚕
種
販
売
に
も
精
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。
幕
末
に
島
村
の
蚕

種
業
者
と
共
同
し
て
、
横
浜
の
外

国
商
館
に
島
村
蚕
種
を
販
売
し
ま

し
た
。
明
治
５
年
に
は
島
村
勧
業

会
社
を
設
立
し
て
横
浜
で
の
貿
易

に
携
わ
り
ま
し

た
。
蚕
種
を
イ

タ
リ
ア
へ
輸
送

し
現
地
で
直
接

販
売
す
る
直じ

き

輸ゆ

出し
ゅ
つ

を
行
う
な
ど
、

養
蚕
業
を
大
き

く
発
展
さ
せ
ま

し
た
。

田島弥平（1822～1898）
明治13年、最初のイタリア直
輸出に渡欧した際、ミラノで描
かれた肖像画（当時58歳）

世界遺産候補「富岡製糸場と絹産業遺産群」

三つの養蚕施設 田島弥平旧宅・高
たか

山
やま

社
しゃ

跡
あと

・荒
あら

船
ふね

風
ふう

穴
けつ

の果たした役割
　日本の近代化の原点となった「富岡製糸場と絹産業
遺産群」。高品質な生糸を生産し、絹の大量生産の実
現に貢献しました。
　大量の生糸を生産するためには、大量の繭が必要
です。田島弥平は、「清涼育」を確立し、換気装置付
きの養蚕農家を考案しました。そしてこれを、高山
社に教えました。

　高山社は、風がほ
とんどないところ、
あるいは寒いところ
でも、火（火力）を使
って上手に蚕を育て
られるように、「清
涼育」を改良しまし

た。これが「清
せい

温
おん

育
いく

」です。
　高山社の「清温育」は全国に広まり、日本の養蚕の
スタンダードになりました。それまで飼育が難しか
った蚕が、上手に飼えるようになったのです。

　蚕は春になり暖か
くなるとふ化します。
そこで、夏でも冷気
が出る荒船風穴で、
蚕の卵を保管し、蚕
のふ化の時期をずら
すことが考えられま
した。これまで１年に１回しかできなかった養蚕が、
２回、３回とできるようになり、生糸の生産量も増
大しました。
　さらに、富岡製糸場が中心となって進めた繭品種

の改良・統一運動
に、これら三つの
資産が協力したこ
とで、良質な生糸
が安定的かつ大量
に生産できるよう
になりました。

◀田島弥平が著し
た『養蚕新論』（右）
と、そこに描かれ
ている田島家の屋
敷図「遠

えん

山
ざん

近
きん

水
すい

邨
そん

舎
しゃ

図」（左）。表門、
その左の桑場、中央の主屋、井戸、氏神様など、
現在と変わらぬ配置が見られる。「遠山近水邨
舎」は田島弥平の父、弥兵衛が大阪に漢学者の頼

らい

山
さ ん よ う

陽を訪ねたときに贈られた、田島家の屋号の
こと。

近代日本の
扉が開かれた

高山社跡（写真提供：藤岡市）

富岡製糸場（写真提供：富岡市）

荒船風穴（写真提供：下仁田町）

インタビュー
群馬県世界遺産推進課
課長　松浦利隆さん
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▲公民館主催で行われた「まゆクラフト
体験教室」。講師を務める金井拓美さん

（境島村公民館）

▲「田島弥平旧宅国史跡指定記念事業」　（右）境島小学校の児童から
田島健一さんへお祝いの言葉　（左）伊勢崎興陽高校の生徒が桑の葉
入りクッキーを配布

▲大沢翔多さんによる「田島弥平旧宅と世
界遺産候補」講演会（境図書館）

▲たくさんの人が見学に訪れた「世界に馳
は

せた明治の蚕種家 田島弥平 展」（赤堀歴
史民俗資料館）

―
弥
平
さ
ん
は
ど
ん
な
人
だ
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
か

「
私
の
お
じ
い
さ
ん
の
お
じ
い
さ

ん
だ
ね
。
あ
の
お
じ
い
さ
ん
は
な

か
な
か
の
勉
強
家
だ
っ
た
っ
て
い

う
の
は
確
か
だ
ね
。
島
村
だ
け
じ

ゃ
な
く
て
、
日
本
の
蚕
種
業
者
は

非
常
に
助
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
」

―
養
蚕
を
し
て
い
た
こ
ろ
の
お
話

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

「
養
蚕
に
は
二
つ
あ
っ
て（
注
）、

う
ち
で
は
種た

ね

繭ま
ゆ

養
蚕
と
い
う
の
を

や
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
種
繭
を

買
っ
て
、
そ
れ
か
ら
で
き
た
種
を

養
蚕
家
の
皆
さ
ん
に
買
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
ね
。

　

昭
和
23
年
６
月
に
貞て

い

明め
い

皇
后
様

が
お
い
で
に
な
っ
た
ん
で
す
け
ど

ね
、
そ
の
と
き
私
は
ま
だ
学
生
で

し
た
。
家
に
呼
ば
れ
て
東
京
か
ら

帰
っ
て
き
て
、
学
校
休
ん
で
お
迎

え
し
た
な
あ
。
宮
中
の
御
養
蚕
に

は
、
う
ち
か
ら
は
５
人
く
ら
い
行

っ
て
ま
す
ね
。

弥
平
も
明
治
５

年
あ
た
り
か
ら
、

指
導
役
と
し
て

行
っ
て
る
か
ら

ね
」

―
島
村
蚕
種
株

式
会
社
に
勤
め

始
め
た
こ
ろ
は
、

ま
だ
養
蚕
業
が

盛
ん
だ
っ
た
の

で
す
か

「
い
や
、
だ
い
ぶ
少
な
く
な
っ
て

き
て
た
ね
。
統
計
的
に
み
れ
ば
、

昭
和
42
年
く
ら
い
が
、
戦
後
の
ピ

ー
ク
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
ね
。
戦
後
の
で
す
よ
。
当
時

は
島
村
蚕
種
共
同
組
合
と
い
っ
て
、

途
中
で
株
式
会
社
に
な
っ
て
、
昭

和
63
年
ま
で
や
っ
た
の
か
な
。
私

の
仕
事
は
蚕
種
の
生
産
・
製
造
の

ほ
う
で
し
た
が
、
蚕
種
は
群
馬
県
、

埼
玉
県
、
栃
木
県
な
ど
で
売
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
」

―
養
蚕
の
指
導
で
海
外
に
も
行
っ

た
そ
う
で
す
ね

「
蚕
種
製
造
で
ね
。
一
番
初
め
は

中
国
で
、
昭
和
48
年
の
５
月
ご
ろ

で
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ（
国
際
協
力
機

構
）か
ら
派
遣
さ
れ
て
２
年
間
イ

ン
ド
に
も
行
っ
た
ね
。
向
こ
う
の

研
究
所
で
、
一
緒
に
蚕
を
飼
っ
た

伊
勢
崎
市
か
ら 

世
界
遺
産
を

　

平
成
25
年
１
月
に
は「
富
岡
製

糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」の
世
界

遺
産
へ
の
推
薦
書（
正
式
版
）が
ユ

ネ
ス
コ
に
提
出
さ
れ
ま
す
。
ユ
ネ

ス
コ
の
諮
問
機
関
、
国
際
記
念
物

遺
跡
会
議（
イ
コ
モ
ス
）に
よ
る
現

地
調
査
な
ど
を
経
て
、
平
成
26
年

６
月
か
ら
７
月
ご
ろ
、
世
界
遺
産

登
録
の
可
否
が
決
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
田
島
弥
平
旧
宅
の
保

存
管
理
計
画
の
策
定
や
、
周
辺
の

景
観
計
画
の
変
更
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
世
界
遺
産
候
補
の
一
つ

で
あ
る
田
島
弥
平
旧
宅
は
、
私
た

ち
市
民
の
誇
り
。
み
ん
な
で
応
援

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
の
本
市
の
イ
ベ
ン
ト

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
蚕
種
の
技

術
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
お
互
い
の

考
え
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
話
し
ま

し
た
ね
」

―
世
界
遺
産
へ
の
推
薦
が
決
ま
っ

て
、
見
学
に
来
る
人
の
状
況
は
ど

う
で
す
か

「
そ
こ
そ
こ
お
い
で
に
な
っ
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
私
は

普
段
自
宅
に
い
る
ん
で
ね
、
挨
拶

く
ら
い
は
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

見
学
に
来
て
く
れ
る
人
と
し
ゃ
べ

っ
て
い
る
と
、
私
の
勘
違
い
が
あ

る
ん
だ
よ
ね
。
数
字
や
ら
何
や
ら
、

思
っ
て
い
た
こ
と
が
間
違
っ
て
た
、

な
ん
て
ね
。
私
は
そ
れ
が
い
や
な

ん
だ
よ
ね（
笑
）」

注　

蚕
の
卵
を
取
る「
種
繭
養
蚕（
＝

蚕
種
）」と
、
製
糸
の
た
め
の「
糸い

と

繭ま
ゆ

養

蚕（
＝
養
蚕
）」の
２
種
類
が
あ
る

境島小学校　６年　栗
く り は ら

原広
こ う た

太 君
ぼくたちの住んでいる島村の田島家が、世界遺産登録され
るかもしれないなんてすごいことだと思います。島村の養
蚕の歴史が世界に認められればいいと思います。

大
お お さ わ

沢翔
し ょ う た

多 さん

世界遺産登録に向けて、少し
ずつ環境整備が進んでいます
が、一目見た限りでは、価値
が伝わりにくいのが現状です。
これからも見学に来られた皆
さんに、より正しく価値が伝
わるよう、解説を心掛けてい
きたいと思います。

みちくさ塾　金
か な い

井拓
た く み

美 さん

夢を見なければ、実現もしません。「世界遺産の伊勢崎市」はすご
いことだと思います。「きっと世界遺産登録になるぞ」と市民全員
で夢を見て祈ることで、その思いはきっとユネスコに届くと思い
ます。みんなが夢見たことは、きっと実現します。田島弥平旧宅
をぜひ世界遺産に！

県立伊勢崎興陽高校 
２年　柿

か き ぬ ま

沼雅
ま さ き

希 君
私が学ぶ「食を科学する
系列」では、桑の実や葉
を使った食品作りにも
取り組んでいます。桑
を通して、地域の皆さ
んや将来を担う境島小
学校の児童と一緒に交
流活動を続けることで、
世界遺産登録を応援し
ていきたいです。

ぐんま島村蚕種の会 
栗
く り は ら

原知
と も ひ こ

彦 さん

利根川の辺の小さな村の大き
な養蚕家屋が、世界遺産の候
補になりました。郷土史を学
習し、遺産の保存活用に頑張
ってきた皆さん、おめでとう
ございます。先人の行った偉
大な仕事の足跡は、地域住民
の誇りです。自信を持って、
この島村を元気にしましょう。

ミスひまわり　茂
も て ぎ

木沙
さ き

紀 さん（左）

田島弥平旧宅を見学して、絹ができるには養
蚕があるということを忘れてはいけないと、
あらためて考えさせられました。世界の絹産
業発展の先駆けとなった場所が、こんな身近
にあるということを誇りに思います。世界遺
産になって、全国の人々に養蚕を、絹産業を、
そしてこの地を知ってほしいです。みんなで
盛り上げていきましょう！

ミスひまわり　大
お お い し

石ともみ さん（右）

伝統ある田島弥平旧宅の中を見学すること
ができたのは、とても貴重な体験でした。
この場で多くの人たちが蚕種を作っていた
ということを肌で感じることができ、あら
ためて貴重な日本の財産だと実感しました。
世界遺産登録されることで、この魅力ある
素晴らしい場所を多くの人に知ってもらえ
ると思います。私たちもPR活動を通して応
援していきます！

　
地
元
の「
島
村
蚕
種
株
式
会
社
」で
蚕
種
の
生
産
・
製
造
に
携
わ
っ
て
い

た
、
田
島
家
の
現
在
の
当
主
、
田
島
健
一
さ
ん
。
島
村
の
歴
史
を
語
り
継

ぐ「
ぐ
ん
ま
島
村
蚕
種
の
会
」の
会
長
で
も
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
養
蚕
を
し

て
い
た
こ
ろ
や
、
自
宅
が
世
界
遺
産
候
補
と
な
っ
た
現
在
の
様
子
に
つ
い

て
聞
き
ま
し
た
。

▲ぐんま島村蚕種の会の皆さん
島村の歴史についての学習会や、地元
ボランティアとして観光ガイドなどを
行う。田島健一さんは、発足当初の平
成17年から会長を務めている。会員
数は66人（11月15日現在）。

ミスひまわり　須
す の は ら

野原雅
ま さ よ

代 さん（中央）

田島弥平旧宅の２階へ続く急な階段を上ると、風が流れる
大きな窓が目を引きました。蚕から糸へ、糸から絹製品へ
との礎を築いた弥平の知恵に感心します。蚕室から見える
豊かな自然や、伊勢崎の風土、そして養蚕に根付いた上州
の暮らしが弥平の創意を育んだのではないかと感じました。
私たちの住む伊勢崎から世界遺産が生まれ、大切に受け継
がれていくことを強く希望しています。郷土の宝が世界遺
産となるように、皆さんと共に応援していきたいです！

インタビュー
現在の田島家当主
田島健一さん

田
島
弥
平
旧
宅
を
応
援
し
ま
す

蚕
種
と
と
も
に

受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史

世界遺産登録を目指して みんなの応援メッセージ
～私たちの誇りを世界へ～
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注
意
し
た
い
声
掛
け
事
案

　

女
性
や
子
ど
も
に
対
し
、「
卑

わ
い
な
言
葉
」な
ど
の
声
を
掛
け
、

さ
ら
に「
つ
き
ま
と
い
」「
公
然
わ

い
せ
つ
」「
盗
撮
」な
ど
の
性
犯
罪

行
為
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る

も
の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で

す
。

声
掛
け
事
案
の
発
生
状
況
と

発
生
に
対
す
る
心
構
え

　

市
内
で
の
平
成
23
年
の
声
掛
け

事
案
の
発
生
件
数
に
つ
い
て
は
、

下
記
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

平
成
24
年
に
つ
い
て
は
、
10
月
末

現
在
で
、
女
性
を
対
象
に
し
た
声

掛
け
事
案
が
計
44
件
、
子
ど
も
を

対
象
に
し
た
声
掛
け
事
案
が
計
89

件
と
、
前
年
同
月
に
比
べ
る
と
増

加
傾
向
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

本
市
の
犯
罪
発
生
率
は
、
県
内

で
も
高
く
、
毎
年
ワ
ー
ス
ト
１
・ 

２
位
を
争
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
刑
法
犯
認
知
件
数

（
刑
法
で
規
定
さ
れ
た
犯
罪
被
害

の
う
ち
、
警
察
が
犯
罪
と
し
て
受

理
し
た
件
数
）は
、
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
活
動
な
ど
の
成
果
に
よ
り
、

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
犯
罪
を
減
少
さ
せ

る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人

が
防
犯
に
関
心
を
持
ち
、
対
策
を

取
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
声
掛
け
事
案
へ
の

対
策
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
声
掛
け
事
案
は
私
た
ち
の
身

近
な
生
活
の
中
で
起
こ
り
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
対
策
を
知

り
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
心

構
え
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

本
市
の
治
安
状
況
や
声
掛
け
事

案
へ
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
、
伊

勢
崎
警
察
署
生
活
安
全
課
課
長
の

島
崎
浩
一
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

―
本
市
の
最
近
の
治
安
状
況
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　

伊
勢
崎
市
の
全
体
的
な
刑
法
犯

の
発
生
状
況
は
、
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て

多
く
発
生
し
て
い
る
の
が
、
器
物

損
壊
・
自
転
車
盗
、
自
動
販
売
機

狙
い
な
ど
の
街
頭
犯
罪
で
す
。
自

動
販
売
機
狙
い
の
発
生
件
数
は
県

内
で
も
一
番
。
自
転
車
盗
は
伊
勢

崎
駅
・
新
伊
勢
崎
駅
で
発
生
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
必
ず
施
錠
し
て

く
だ
さ
い
。

―
声
掛
け
事
案
に
対
す
る
心
構

え
で
大
切
な
こ
と
は
何
で
す
か

　

声
掛
け
事
案
と
は
、
女
性
や
子

ど
も
が
不
審
者
に
声
を
掛
け
ら
れ

る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
体
を
触
ら

れ
る
な
ど
や
公
然
わ
い
せ
つ
な
ど

も
含
み
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
案
は
、

一
歩
間
違
え
ば
誘
拐
や
強
制
わ
い

せ
つ
、
強
姦
な
ど
重
大
な
犯
罪
に

結
び
付
い
て
し
ま
う
手
前
の
状
況

と
い
え
ま
す
。

　

ま
ず
は
こ
の
声
掛
け
事
案
を
予

防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
女
性

も
子
ど
も
も
、
暗
い
と
こ
ろ
や
人

通
り
の
少
な
い
と
こ
ろ
は
一
人
で

歩
か
ず
、
数
人
で
歩
く
。
不
審
者

に
後
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
思
っ

た
ら
、
ま
っ
す
ぐ
家
に
帰
ら
ず
、

人
の
い
る
と
こ
ろ
や
明
る
い
と
こ

ろ
を
経
由
し
て
帰
る
な
ど
、
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す（
下
図
参
照
）。
警
察

で
は
防
犯
に
対
す
る
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ス
や
支
援

が
必
要
な
人
は
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

―
声
掛
け
事
案
が
起
こ
っ
た
ら

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か

　

万
が
一
、
声
掛
け
事
案
の
被
害

に
遭
っ
た
ら
、
近
所
の
家
に
飛
び

込
ん
で
助
け
を
求
め
る
、
大
き
な

声
を
出
す
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら

す
な
ど
し
て
、
と
に
か
く
周
囲
に

知
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

身
の
安
全
が
確
保
で
き
た
ら
で
き

る
だ
け
早
く
警
察
へ
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。
時
間
が
経
っ
て
か
ら

の
通
報
で
す
と
、
不
審
者
の
注
意

喚
起
は
で
き
ま
す
が
、
捕
ま
え
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
第
二
・
第
三
の
事
案
を
防

ぐ
た
め
に
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提

供
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
た
め
ら
わ

ず
に
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

平成23年の声掛け事案（事案別・対象別）

声掛け つきまとい 公然
わいせつ

わいせつ
類似行為

盗撮 その他

【合計】 女　性：40件
 子ども：73件

※平成24年は、10月末現在で
　前年の合計を超えています
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市
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
防
犯
活
動

●
安
心
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　

市
内
の
各
種
団
体
が「
安
心

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
」を

結
成
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
通
称「
青
パ

ト
車
」で
子
ど
も
た
ち
の
下
校

時
や
夜
間
に
見
回
り
を
し
ま
す
。

●
通
学
路
見
守
り
活
動

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
各

地
区
の
通
学
路
で
子
ど
も
た
ち

の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
防
犯
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
協
力
員

　

協
力
員
の
都
合
の
良
い
時
間

帯
に
地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
内
蔵

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
設
置

　

本
市
で
は
、
地
域
安
全
対
策

の
一
つ
と
し
て
、
小
・
中
学
校

の
通
学
路
の
安
全
確
保
を
主
な

目
的
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
内
蔵
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
10
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
伊
勢

崎
駅
北
口
に
同
防
犯
灯
を
設
置

し
ま
し
た
。
同
防
犯
灯
は
、
市

内
に
現
在
44
基
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

全
国
的
に
、
子
ど
も
に
対
す
る
声
掛
け
事
案
を
発
端
と
す
る
誘
拐
事

件
・
わ
い
せ
つ
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
防
犯
の
基
本
は
、
地
域
の

安
全
は
地
域
で
守
る
こ
と
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

安
心
安
全
課（
☎
（27）
２
７
０
６
）

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

防
ご
う 

声
掛
け
事
案

声掛け事案から身を守るため 声掛け事案を防ぐために 心掛けたいこと
知ってる？

　犯罪から身を守るために、知らない人から声を掛
けられたとき、子どもたちが守る約束です。
　　  ない　知らない人についてイカない
　　  らない　知らない人の車にのらない
　　  おごえでさけぶ　助けて ! とおおごえでさけぶ
　　  ぐににげる　怖かったら、大人のいる方にすぐ
　　  ににげる
　　  らせる　どんな人が何をしたか、家の人にしら
　　  せる

● 自宅周辺や通勤通学路などの危険箇所に目を光ら
せる

● 環境整備で不審者を寄せつけないきれいなまちづ
くり

●不審者を見つけたらすぐ警察に通報

● 夜間は、暗いところや人通りの少ないところは１
人で歩かず、数人で歩く

● 不審者に後をつけられていると思ったら、まっす
ぐ家に帰らず、人のいるところや明るいところを
経由し、安全を確保しながら帰る

● 携帯電話の操作をしたり、音楽を聴いたりしなが
ら漫然と歩いているのも危険

● アパートの階段の踊り場や駐車場など、暗い共有
場所に気を付ける。家に入ってから鍵を掛けるま
で、周囲に人がいないか注意することも必要

●コンビニで買い物をするときは短時間で済ませる
●必ず戸締りをする。窓の鍵も掛けるようにする

	イカ	 の	 お	 す	 し

地域の大人ができること

の
お
す

し

	イカ

犯
罪
の
減
少
を
目
指
す

取
り
組
み

まず予防
被害に遭ったら
すぐ通報

インタビュー
声掛け事案について 警察官に聞きました

群馬県伊勢崎警察署
生活安全課
課長　島崎浩一 さん

女性・子どもに
　　　　できること

防犯ブザーを鳴らさせないように地域の目で守ろう
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境島村
簡易郵便局
境島村
簡易郵便局

　

本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

市
が「
都
市
景
観
は
地
域
の
共
有

財
産
」と
認
識
し
、
住
み
良
い
ま

ち
と
し
て
良
好
な
景
観
を
作
っ
て

い
く
た
め
に
、
市
景
観
計
画
を
定

め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
準
じ

て
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
風
景

や
景
色
を
守
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

11
月
1
日
付
け
で
市
景
観
計
画

を
変
更
策
定
し
、
国
史
跡
に
指
定

さ
れ
た「
田
島
弥
平
旧
宅
」の
周
辺

約
54
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
を
、

境
島
村
景
観
重
点
区
域
に
定
め
ま

し
た
。

　

境
島
村
景
観
重
点
区
域
は
、
田

島
弥
平
旧
宅
を
は
じ
め
と
す
る「
近

国
民
健
康
保
険
加
入
者
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
対
象

に
な
る
人
に
は
12
月
中
旬
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
で
対
象

に
な
る
人
に
は
平
成
25
年
１
月
ご

ろ
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

計
算
期
間
内
に
転
入
し
た
人
や

被
用
者
保
険
に
加
入
し
て
い
た
人

は
、
市
で
は
自
己
負
担
額
が
把
握

で
き
な
い
た
め
、
支
給
申
請
書
が

届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
、
以
前
の
住
所
地
の
介
護

保
険
お
よ
び
以
前
に
加
入
し
て
い

た
医
療
保
険
か
ら
自
己
負
担
額
証

明
書
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

被
用
者
保
険
加
入
者

　

被
用
者
保
険（
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
以
外
）に

加
入
し
て
い
る
人
は
、
各
医
療
保

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

代
養
蚕
農
家
建
築
物
」を
特
徴
と

し
た
、
良
好
な
集
落
景
観
が
残
さ

れ
て
い
る
地
域
で
す
。
集
落
景
観

を
保
全
す
る
た
め
、
建
物
を
建
て

た
り
看
板
な
ど
を
設
置
し
た
り
す

る
場
合
に
は
、
高
さ
・
形
状
・
色

彩
・
大
き
さ
な
ど
の
基
準
に
沿
っ

て
、
周
辺
の
景
観
と
調
和
す
る
よ

う
に
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

　

景
観
計
画
に
関
係
す
る
資
料
は
、

都
市
計
画
課
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課（
☎

（27）
２
７
６
７
）

険
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

に
は
、
介
護
保
険
課
・
各
支
所
住

民
福
祉
課
で
交
付
す
る「
介
護
保

険
自
己
負
担
額
証
明
書
」が
必
要

で
す
。

※
市
福
祉
医
療
費
受
給
者
に
高
額

医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
が

支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
医
療
費
分

を
市
に
返
還
し
て
も
ら
い
ま
す

自
己
負
担
限
度
額

　

自
己
負
担
限
度
額
は
、
加
入
し

て
い
る
保
険
や
所
得
の
区
分
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
下
表
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

各
申
請
に
必
要
な
物

　

申
請
の
際
に
は
、
保
険
証
、
印

鑑
、
通
帳
な
ど
口
座
が
分
か
る
物
、

介
護
保
険
と
医
療
保
険
の
自
己
負

担
額
証
明
書（
必
要
な
場
合
）を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
８
月
か
ら
平
成
24
年
７
月
ま
で
の
12
カ
月
間
で
、
医
療
保
険

と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
、
高
額

医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
を
支
給
し
ま
す
。

　
　 

問
い
合
わ
せ

　
　

 

●
国
民
健
康
保
険
加
入
者
＝
国
民
健
康
保
険
課（
☎

（27）
２
７
３
７
）

　
　

 

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
＝
年
金
医
療
課（
☎

（27）
２
７
３
９
）

　
　

 

●
介
護
保
険
自
己
負
担
額
証
明
書
＝
介
護
保
険
課（
☎

（27）
２
７
４
３
）

市
景
観
計
画
の
変
更

境
島
村
景
観
重
点
区
域
を
定
め
ま
し
た

　

伊
勢
崎
オ
ー
ト
レ
ー
ス
で
は
、

本
年
度
に
本
場（
伊
勢
崎
オ
ー
ト

レ
ー
ス
場
）開
催
で
85
日
、
場
外

（
そ
の
他
の
レ
ー
ス
場
）開
催
で
延

べ
２
９
９
日
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
23
年
度
か

ら
導
入
し
た
重
勝
式
勝
車
投
票
券

（
重
勝
式
）に
つ
い
て
は
、
本
年
度

に
３
３
９
日
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

９
月
末
ま
で
に
本
場
で
52
日
、

場
外
で
１
４
４
日
、
重
勝
式
で
１ 

７
１
日
の
開
催
が
終
了
し
ま
し
た
。

勝
車
投
票
券
の
払
い
戻
し
の
時
効

が
60
日
の
た
め
、
９
月
末
ま
で
の

概
算
に
よ
る
収
支
状
況
は
、
下
表

の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

公
営
事
業
部（
☎

（24）

５
７
８
０
）

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
し
ナ
イ
ト

　

大
観
覧
車
ひ
ま
わ
り
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
球
を
飾
り
付
け
た
、
高
さ
35
メ

ー
ト
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
な

ど
で
、
園
内
を
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
恒
例
の
焼
き
い
も
ハ
ウ
ス
も

営
業
し
ま
す
。

期
間　

12
月
15
日（
土
）か
ら
25
日

（
火
）ま
で

※
18
日（
火
）は
休
園
で
す

内
容　

観
覧
車
・
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ

ン
ド
・
マ
ジ
カ
ル
グ
ラ
イ
ダ
ー
・

伊
勢
崎
オ
ー
ト
レ
ー
ス

９
月
末
ま
で
の
収
支
状
況
を
公
表
し
ま
す

平成24年度収支表（９月末まで）

収入額 支出額 差引額

本場開催 90億3,418万5,832円 90億7,831万6,870円 ▲4,413万1,038円

場外開催 4億9,690万5,431円 1億4,589万6,116円 3億5,100万9,315円

重勝式 6億0,226万1,700円 5億5,375万6,827円 4,850万4,873円

計 101億3,335万2,963円 97億7,796万9,813円 3億5,538万3,150円

※概算のため、金額が変わることがあります

ス
カ
イ
フ
ァ
イ
タ
ー
・
ス
ー
パ
ー

シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ド
の
５
機

種
を
夜
９
時
ま
で
営
業
し
ま
す

※
５
機
種
以
外
の
遊
具
の
営
業
は

午
後
４
時
30
分
ま
で

※
天
候
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

お
客
様
感
謝
デ
ー

　

日
頃
の
利
用
に
感
謝
し
て
、
急

流
す
べ
り
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

期
日　

12
月
23
日（
祝
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分

※
天
候
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

華
蔵
寺
公
園
遊
園
地

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
し
ナ
イ
ト
・
お
客
様
感
謝
デ
ー

　

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
の
特
別
夜
間
営
業
と
し
て「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
し
ナ

イ
ト
２
０
１
２
」と「
お
客
様
感
謝
デ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。
冬
の
夜
の
遊
園

地
で
す
て
き
な
思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　 

問
い
合
わ
せ　

華
蔵
寺
公
園
遊
園
地（
☎

（25）
４
４
７
８
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

URLhttp://w
w

w
8

.w
ind.ne.jp/kezo

uji/

）

自己負担限度額一覧表
加入している医療保険

所得の区分

●国民健康保険・被用者保険
　（70歳未満）
●介護保険

●国民健康保険・被用者保険
　（70歳から74歳まで）
●介護保険

●後期高齢者医療保険
●介護保険

上位・現役並み所得者 126万円 67万円 67万円

一般（市民税課税世帯） 67万円 56万円 56万円

低所得Ⅱ（市民税非課税世帯） 34万円 31万円 31万円

低所得Ⅰ（市民税非課税世帯で
所得が一定基準以下の世帯） 34万円 19万円 19万円

　10月20日に行われたファン
感謝祭の売上金から、オートレ 
ース選手会伊勢崎支部として東
日本大震災の被災地支援の義援
金46万6,200円と、市福祉事
業に対して20万5,000円を寄
付しました。

「やぐら」を特徴とする近代養蚕農家建築物

緑豊かな景観を形作る「かしぐね」

売上金を被災地支援に

園内を飾るライトアップ

急流すべり

※「
か
し
ぐ
ね
」と
は
、
防
風
や
西
日
の
対

策
と
し
て
家
の
北
面
や
西
面
に
作
る
、
カ

シ
の
木
に
よ
る
高
い
生
け
垣
の
こ
と

売上金を寄付
ファン感謝祭
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ま ち の 出 来 事

あかぼり小菊の里
黄・白・ピンク 斜面を彩る満開の小菊

絣の郷交流まつり
さまざまな地域・国の特産品や料理・音楽が大集合

おばけと踊ろうハロウィンナイト
愉快なおばけたちと楽しいダンス

　10月21日、波志江沼環境ふれあい公園で「絣の郷交流まつり」が開催されま
した。本市と関わりの深い市や町の物産品を紹介・販売した「地域交流物産展」や、
日頃の消費生活を見直す「消費生活展」、日本や外国の文化を紹介する「国際交流
のつどい」、各国の料理を楽しめる「世界の料理・屋台村」など、会場にはたくさ
んのテントが並びました。
　ステージでは男３兄弟のユニット「は・や・と」のアクロバティックな和太鼓演
奏や、子どもたちによるダンス、ペルーの民族舞踊や浅草からやって来たサンバ
などが披露されました。この日は晴天に恵まれ、訪れた人たちは各地域や各国の
文化を楽しんでいました。

　10月27日・28日、華蔵寺公園遊園地で「おばけと踊ろうハロウィンナイト」とし
てハロウィン特別夜間営業が行われ、おばけの衣装を着たたくさんの子どもたちが
ハロウィンの夜を楽しみました。
　午後６時、辺りがすっかり暗くなったころ、園内には怖くて愉快なおばけたちが
どこからともなく登場。集まった子どもたちに踊りを教え、みんなで一緒になって
楽しく踊りました。

　10月14日から11月11日まで、あかぼり小菊の里が開園しま
した。赤城山を望む斜面には、黄色や白など色とりどりの小菊（玉
菊）が植えられ、開園期間中たくさんの人が訪れました。
　10月21日には「あかぼり小菊の里まつり」が催されました。野だ
てやちんどん屋などのイベントのほか、小菊や豚汁などが無料で配
布され、小菊を眺めながら祭りを楽しむ人たちでにぎわいました。
　天候の影響で開花が遅れましたが、11月初めには小菊が満開に
咲きそろい、訪れた人たちを楽しませました。

子ども会駅伝競走大会
つなぐぞ たすき！

C61 20凱旋記念セレモニー
勇壮なＳＬの凱

が い せ ん

旋運転

　11月３日、蒸気機関車「Ｃ61 20」が桐生駅から高崎
駅までの間をＳＬ両毛号として駆け抜け、沿道には多く
の市民や遠方からのファンが集まりました。伊勢崎駅で
は凱旋記念セレモニーが行われ、あずま太鼓が歓迎演奏
をする中、ＳＬ両毛号がホームに到着。待っていた多く
の人が、その勇姿をカメラなどに収めました。

　10月28日、市陸上競技場を主な会場に「子ども会駅
伝競走大会」が開催されました。持久走を通じて元気な
子どもを育てることを目的に、小学２・３・４年生の持
久走、４・５・６年生の駅伝競走が行われました。当日
はあいにくの雨でしたが、子どもたちは精一杯自分の力
を出し切り、最後まで走り抜けました。

多くの人に温かく迎えられたＳＬ両毛号 チームの熱い思いをたすきでつなぎました

新潟県長岡市の特産品の販売テント
温かい豚汁が振る舞われました風船の無料配布など多くのイベントでにぎわいました

きれいに咲きそろった小菊

民族衣装でペルー舞踊を披露

脱穀にチャレンジ

ハロウィンの衣装で「はいチーズ」

愉快なおばけが踊りの振り付けを教えてくれました おばけからお菓子のプレゼント

【お詫びと訂正】広報いせさき11月16日号９ページ「まちの出来事」こころの健康づくり講演会で大島渚さんを故人と表現する間違
いがありました。深くお詫びして訂正いたします。
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お
知
ら
せ

危
険
物
の
取
り
扱
い
に
注
意

届
け
出
の
確
認
を

消
防
本
部
予
防
課（
☎
（25）
３
３
１
１
）

　

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化
水
素

付
加
物（
別
名
、
過
炭
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
・
過
炭
酸
ソ
ー
ダ
）が
消
防

法
上
の
第
一
類
の
危
険
物
に
追
加

さ
れ
、
本
年
７
月
１
日
以
降
、
規

制
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化
水
素

付
加
物
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
販
売
さ
れ
る
漂
白
剤
・
除
菌

剤
・
洗
濯
槽
ク
リ
ー
ナ
ー
な
ど
の
、

一
部
の
製
品
の
主
成
分
で
す
。

　

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化
水
素

付
加
物
を
新
た
に
取
り
扱
う
こ
と

と
な
っ
た
事
業
所
は
、
12
月
31
日

ま
で
に
市
町
村
長
の
許
可
を
受
け

る
か
、
消
防
署
に
届
け
出
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
事

業
所
は
取
り
扱
い
の
数
量
に
か
か

わ
ら
ず
、
消
防
本
部
予
防
課
に
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
や
公
園
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て
の
条
例（
素
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

事
務
管
理
課（
☎
（27）
２
７
０
８
）

　

平
成
23
年
の「
地
域
の
自
主
性
及

び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
」（
地
域
主

権
改
革
一
括
法
）の
制
定
に
伴
い
、

市
の
施
設
な
ど
の
設
置
管
理
の
基

準
の
一
部
を
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
、
市
の
条
例
で
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
よ
り 

「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等

の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
」が
一

部
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

こ
れ
ま
で
国
が
一
律
に
定
め
て
い

た
特
定
道
路
お
よ
び
特
定
公
園
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
関
す
る

構
造
基
準
な
ど
に
つ
い
て
、
市
で

は
次
の
二
つ
の
条
例
の
制
定
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
条
例
の

素
案
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
手
続
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
条
例（
素
案
）】

①
伊
勢
崎
市
移
動
等
円
滑
化
の
た

め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

②
伊
勢
崎
市
移
動
等
円
滑
化
の
た

め
に
必
要
な
特
定
公
園
施
設
の
設

置
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　

所
定
の
様
式
に
、
住
所
・
氏
名
・ 

意
見
と
そ
の
理
由
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
封
書
・
フ
ァ
ク
ス
・ 

メ
ー
ル
で
①
は
道
路
維
持
課
に
、

②
は
公
園
緑
地
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
資
料
と
所
定
の
様
式
は
、
道
路

維
持
課
・
公
園
緑
地
課
・
市
民
情

報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各
支
所
）

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

締
切
日　

平
成
25
年
１
月
４
日（
金
） 

（
必
着
）

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

●
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
持

つ
個
人
・
法
人
・
団
体

●
本
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
人

宛
先

①
＝
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１　
（
住

所
不
要
）　

市
役
所
道
路
維
持
課
、

FAX

（23）
９
８
０
０
、
ﾒールdoroiji@

city. 
isesaki.lg.jp

②
＝
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１　
（
住 

所
不
要
）　

市
役
所
公
園
緑
地
課
、

FAX

（23）
０
６
０
１
、
ﾒールkouen@

city.
isesaki.lg.jp

問
い
合
わ
せ　

①
＝
道
路
維
持
課

（
☎

（27）
２
７
６
１
）、
②
＝
公
園
緑

地
課（
☎

（27）
２
７
６
８
）

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎
（27）
２
７
８
５
）

期
日　

12
月
25
日（
火
）

時
間　

午
後
２
時

会
場　

市
役
所
北
館
４
階
会
議
室

定
員　

７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

当
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
１
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ

落
ち
葉
や
枯
れ
草
な
ど
の
焼
却
は

や
め
ま
し
ょ
う

環
境
保
全
課（
☎
（27）
２
７
３
３
）

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
庭
木
の

落
ち
葉
や
枯
れ
草
な
ど
の
ご
み
が

増
え
て
き
ま
す
。
庭
先
や
田
畑
で

こ
れ
ら
の
ご
み
を
焼
却
す
る
と
、

煙
や
悪
臭
な
ど
が
発
生
し
、
近
隣

の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
空
気
が
乾

燥
し
強
い
風
が
吹
く
こ
の
時
季
は
、

火
災
発
生
の
原
因
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

ご
み
の
焼
却
は
、
法
律
な
ど
で

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
罰
則
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
落
ち
葉
や
枯
れ
草

な
ど
の
ご
み
は
自
分
で
焼
却
せ
ず
、

収
集
日
に
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

情
報
政
策
課（
☎
（27）
２
７
１
０
）

　

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
12
月
31
日
を
基
準
日
と

し
て
工
業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。

県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
調
査
員

が
、
12
月
中
旬
か
ら
事
業
所
を
直

接
訪
問
し
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
国
・
地
方
公

共
団
体
の
基
礎
資
料
や
、
企
業
・

大
学
な
ど
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
教
材
な
ど
に
利
用
さ

れ
ま
す
。
調
査
し
た
内
容
は
厳
重

に
管
理
さ
れ
、
統
計
作
成
の
目
的

以
外
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

製
造
業
を
営
む
事
業
所

内
容　

１
年
間
の
生
産
活
動
に
伴

う
製
造
品
の
出
荷
額
や
原
材
料
使

用
額
な
ど

寒
さ
か
ら
水
道
管
を

守
り
ま
し
ょ
う

水
道
局
給
水
課（
☎
（30）
１
２
３
０
）

　

防
寒
の
不
完
全
な
水
道
管
な
ど

は
、
凍
結
や
破
裂
の
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
早
め
に
寒
さ
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
、
入
居
者
の
い
な

い
ア
パ
ー
ト
や
貸
家
は
、
水
道
管

や
蛇
口
が
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
凍
結
し
や
す
い
水
道
管
】

●
屋
外
に
あ
る
も
の

●
建
物
の
北
側
に
あ
る
も
の

●
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ

る
も
の

●
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
も
の

【
凍
結
を
防
ぐ
に
は
】

●
水
道
管
・
蛇
口
＝
布
切
れ
な
ど

を
巻
き
付
け
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
に

上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
く

●
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
＝
ぬ

れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
た
布
切
れ
な
ど
を
、
メ
ー
タ
ー

の
周
り
に
詰
め
る

※
検
針
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い

【
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら
】

●
水
道
管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
な
ど

を
巻
き
付
け
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ

く
り
ぬ
る
ま
湯
を
掛
け
る

個
別
的
労
使
紛
争
あ
っ
せ
ん
制
度

を
知
っ
て
い
ま
す
か

商
工
労
働
課（
☎
（27）
２
７
５
５
）

　

賃
金
・
配
置
転
換
・
解
雇
な
ど
、

労
働
条
件
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
労
働
者
個

人
と
事
業
主
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
調

整
に
つ
い
て
、
県
労
働
委
員
会
事

務
局
が
無
料
で
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

県
労
働
委
員
会
事

務
局（
☎
０
２
７
ー
２
２
６
ー
２ 

７
８
３
）

　市民の皆さんが気軽に音楽を楽しめる、ランチ
タイムコンサートを開催します。
　※座席を80席用意します。立ち見もできます
期日　12月19 日（水）
時間　午後０時15分～０時45分
会場　市役所東館１階市民ホール
内容　ゴスペルコンサート
入場料　無料
問い合わせ　企画調整課（☎27−2707）

市民ホール ランチタイムコンサート

期日　平成25年１月20日（日）
受付時間　午前８時～８時30分
会場　丸沼高原スキー場（利根郡片品村）集合
対象　次のいずれかに該当する人
●市内に在住または在勤・在学の人
●市スキー協会加盟クラブに所属している人
　※必ずスポーツ傷害保険などに加入してください
　※小・中学生は保護者の同意が必要です
種別・種目
【スキー・大回転】
●男子＝60歳以上・50歳代・40歳代・30歳代・
20歳代・10歳代（高校生以上）・中学生・小学校高
学年（４～６年生）・小学校低学年（１～３年生）
●女子＝一般（高校生以上）・中学生・小学校高学年

（４～６年生）・小学校低学年（１～３年生）
【スノーボード・大回転】
●種目に年齢・性別の区分はありません
参加料　1,000円
　※小・中学生は500円
申�し込み・問い合わせ　12月27日（木）までに参加

料を添えてスポーツ振興課（☎27−2747）

献血にご協力ください

期日　12月14日（金）
時間　午前９時30分～午後４時
　※正午から午後１時までは除きます
会場　市役所東館１階市民ホール
問い合わせ　社会福祉課（☎27−2748）

全血献血（200ml・400ml）

献　血

市民スキー
競技大会

 INFORMATION  BOARD

情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所 ☎0270－24－5111

●赤堀支所 ☎0270－62－1151

●あずま支所 ☎0270－62－1311

●境支所 ☎0270－74－1111

開庁時間　午前8時30分～午後5時15分

■火災情報案内（24時間） ☎0180－99－2999

■救急テレホンサービス（24時間） ☎0270－23－1299
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講
座

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

名
和
公
民
館（
☎
（32）
０
０
３
４
）

期
日　

12
月
27
日（
木
）

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

名
和
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
の
人

定
員　

12
人（
先
着
順
）

内
容　

気
持
ち
良
く
新
年
を
迎
え

る
た
め
の
、
華
や
か
な
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
す

参
加
料　

１
２
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　

12
月
11
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
名

和
公
民
館
へ

消
費
者
行
政
講
座

知
っ
て
お
き
た
い
薬
の
話

～
サ
プ
リ
メ
ン
ト
か
ら
薬
ま
で
～

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
（20）
７
３
０
０
）

期
日　

12
月
18
日（
火
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　

市
役
所
本
館
５
階
職
員
研

修
室

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　

１
０
０
人（
先
着
順
）

講
師　

高
橋
良よ

し
の
り徳

さ
ん（
群
馬
県

薬
剤
師
会
常
務
理
事
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

北
公
民
館（
☎
（25）
４
５
４
７
）

期
日　

平
成
25
年
１
月
11
日（
金
）・

25
日（
金
）（
全
２
回
）

時
間　

午
後
２
時
～
４
時

会
場　

北
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　

15
人（
先
着
順
）

内
容　

春
を
先
取
り
し
た
自
作
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
お
し
ゃ
れ
を
楽

し
み
ま
す

参
加
料　

２
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　

12
月
10
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
北
公

民
館
へ

大
人
の
文
学
歴
史
教
養
講
座

「
奥
の
細
道
」

境
剛
志
公
民
館（
☎
（74）
０
１
６
８
）

期
日　

平
成
25
年
１
月
15
日
か
ら

２
月
12
日
ま
で
の
火
曜
日（
全
５

回
）

時
間　

午
後
７
時
～
９
時

会
場　

境
剛
志
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
18
歳
以
上
の
人

定
員　

30
人（
先
着
順
）

内
容　
「
奥
の
細
道
」を
題
材
に
、

江
戸
時
代
の
文
化
な
ど
を
交
え
て

文
学
を
楽
し
み
ま
す

講
師　

太た

ち

か

わ

刀
川
憲け

ん
い
ち一

さ
ん（
関
東

学
園
大
学
参
事
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

12
月
11
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
境
剛
志
公
民
館

へフ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
レ
ッ
ス
ン

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

期
日　

12
月
22
日（
土
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

会
場　

文
化
会
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
30
歳
以
上
の
女
性

定
員　

15
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

12
月
10
日（
月
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
生
涯
学
習
課

へ

お
正
月
用
寄
せ
植
え
教
室

境
島
村
公
民
館（
☎
（74）
９
３
４
５
）

期
日　

12
月
21
日（
金
）

時
間　

午
後
７
時
～
９
時

会
場　

境
島
村
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
人

定
員　

20
人（
先
着
順
）

内
容　

草
花
の
一
部
を
植
え
替
え

な
が
ら
春
先
ま
で
楽
し
め
る
寄
せ

植
え
を
作
り
ま
す

参
加
料　

３
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　

12
月
10
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
境
島
村
公
民
館

へ

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

障
害
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
５
３
）

【
講
演
】

期
日　

平
成
25
年
１
月
29
日（
火
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
開
始

定
員　

２
０
０
人（
先
着
順
）

演
題　

み
ん
な
で
進
め
る
こ
こ
ろ

の
元
気

講
師　

浅
見
隆
康
さ
ん（
県
こ
こ

ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
所
長
）

【
講
座
】

期
日　

平
成
25
年
２
月
５
日
・
12

日
・
19
日
の
火
曜
日（
全
３
回
）

時
間　

午
後
１
時
15
分
～
３
時
45
分

定
員　

30
人（
先
着
順
）

　
　
　
　

＊　
　
　

＊

い
ず
れ
も

会
場　

境
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
境 

上
武
士
）

対
象　

市
内
に
在
住
の
人

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

12
月
10
日（
月
）か
ら

平
成
25
年
１
月
８
日（
火
）ま
で
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
社
会
福
祉
協

議
会（
☎

（25）
４
５
４
６
）へ

募
集

水
道
検
針
票　

裏
面
広
告
欄
の

広
告
主
を
募
集
し
ま
す

水
道
局
総
務
課（
☎
（30）
１
２
３
０
）

　

水
道
検
針
票
の
裏
面
を
有
料
広 

告
の
ス
ペ
ー
ス（
１
枠
＝
縦
３
・
５ 

㎝
×
横
６
・
６
㎝
）と
し
て
活
用
し

ま
す
。
掲
載
期
間
は
、
平
成
25
年

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
検
針
分
で
、

最
大
４
枠
を
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み　

12
月
25
日（
火
）ま
で

に
水
道
局
総
務
課
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接

水
道
局
総
務
課
へ

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

市
民
病
院
理
学
療
法
士
を
募
集

市
民
病
院
企
画
財
政
課

（
☎
（25）
５
０
２
２
）

　

平
成
25
年
４
月
採
用
の
職
員
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

試
験
日　

平
成
25
年
１
月
21
日（
月
）

対
象　

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
必
要
な
免
許

を
取
得
し
て
い
る
ま
た
は
取
得
見

込
み
の
人

募
集
人
数　

１
人

職
種　

理
学
療
法
士

試
験
科
目　

専
門
試
験
、
小
論
文
、

面
接

給
与
な
ど
の
条
件　

市
の
条
例
な

ど
の
規
定
に
よ
り
ま
す

【
申
し
込
み
】

　

申
込
書
を
本
人
ま
た
は
代
理
の

人
が
市
民
病
院
企
画
財
政
課
へ
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
試

験
案
内
・
申
込
書
は
、
市
民
病
院

企
画
財
政
課（
市
民
病
院
本
館
２

階
）に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

期
間　

12
月
28
日（
金
）ま
で

※
24
日（
月
）、
土
・
日
・
祝
日
は

除
き
ま
す

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

催
し

む
か
し
の
あ
そ
び
展

赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館

（
☎
（63）
０
０
３
０
）

期
間　

12
月
22
日（
土
）か
ら
平
成

25
年
２
月
３
日（
日
）ま
で

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
12
月
25
日（
火
）・
平
成
25
年
１

月
７
日（
月
）・
15
日（
火
）・
21
日

（
月
）・
28
日（
月
）は
休
館
で
す

入
場
料　

無
料

相
談

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

巡
回
相
談

障
害
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
５
３
）

期
日　

平
成
25
年
１
月
16
日（
水
）

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

内
容　

身
体
障
害
者
の
補
装
具
判

定
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

申
し
込
み　

平
成
25
年
１
月
７
日

（
月
）ま
で
に
電
話
で
障
害
福
祉
課

へ

◆川口オート場外発売

◆飯塚オート場外発売

◆第８回大手文蔵杯争奪戦

12/8・9・10・11

12/12・13・14 12/22・23・24・25

12/8・9・10・11
◆ＧⅠ第47回スピード王決定戦　山陽オート場外発売

◆浜松オート場外発売

◆飯塚オート場外発売

12/21・22・23・24・25

12/15・16・17・18・19

売上金は機械工業の振興・社会福祉の増進などに広く役立てられています

　本年度の各種がん検診、骨粗しょう症検診、歯
周疾患検診の個別検診（医療機関での検診）の受診
期間は、12月28日（金）までです。
　対象者には、４月に受診券（受診票）を郵送しま
した。まだ受診していない人は、自身の健康チェ�
ックのためにも、本年度最後の機会となりますの
で、ぜひ受診してください。受診する際は、医療
機関に予約の上、受診券（受診票）を必ずお持ちく
ださい。
問い合わせ
　健康づくり課（☎27−2746）
　�健康管理センター（☎23−6675）
　赤堀保健福祉センター
　（☎20−2210）
　あずま保健センター
　（☎62−9918）
　�境保健センター
　（☎74−1363）

がん検診など

各種検診はお済みですか？

竜宮浄水場（☎24−1760）または下記の
水道指定工事店へ連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
■�境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）�
＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）

■�境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）�
＝深谷市水道工務課（☎048−574−6661）

休日の漏水などの連絡先

●12月�16日（日）� 小林保全設備� ☎24−1155
●12月�22日（土）� 丸橋設備� ☎25−2412
●12月�23日（祝）� 中央水道� ☎25−1592
●12月�24日（月）� 三藤建設工業� ☎62−1726

●12月�29日（土）� 津久井設備� ☎62−3006
●12月�30日（日）� 吹上設備工業� ☎76−0406
●12月�31日（月）� 長瀬工業� ☎74−0484

公立保育所臨時職員
（保育士・労務技師）を募集します
【保育士】
勤�務時間　午前７時から午後７時までの間で７時間30分の交
代勤務
　�※交代で土曜日の勤務があります。日曜日・祝日は休日です
対�象　保育士の資格を取得している人、または取得見込みの人
募集人数　２人程度
賃金　時給1,100円
【労務技師】
勤務時間　午前８時30分～午後４時30分
　※土・日・祝日は休日です
募集人数　２人
賃金　時給900円

＊　　　　　　　　＊
いずれも
勤務期間　平成25年４月１日から平成26年３月31日まで
　※雇用契約は半年ごとです
勤務場所　市内の公立保育所
申�し込み　12月27日（木）までに申込書に必要事項を記入の
上、保育課へ
　※申込書は保育課にあります
　※採用は面接で決定します
問い合わせ　保育課（☎27−2751）
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四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校
の

生
徒
８
人
は
、
昨
年
12
月
か
ら
明

星
電
気
の
小
型
衛
星「W

ウ
ィ
ー

E
 W

ウ
ィ
ッ
シ
ュ

ISH

」

の
開
発
に
関
わ
り
、
同
社
の
指
導

で
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、「W

E
 W

IS
H

」に

搭
載
の
物
と
同
型
の
超
小
型
熱
赤

外
線
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
像
実
験
、

気
球
に「
ゾ
ン
デ
」と
呼
ば
れ
る
機

器
を
取
り
付
け
て
行
う
気
象
観
測

実
験
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
の
耐

環
境
試
験
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
実
験
を
通
じ
て
、
生
徒
た
ち

は
小
型
衛
星
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
、「W

E
 W

IS
H

」は
、

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
本

実
験
棟「
き
ぼ
う
」か
ら
星ほ

し
で出

彰あ
き
ひ
こ彦

宇
宙
飛
行
士
の
操
作
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
ア
ー
ム
に
よ
り
放
出
さ
れ
ま
し

た
。
軌
道
投
入
成
功
後
、
10
月
５

日
に
は「W

E
 W

IS
H

」か
ら
の
電

波
受
信
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
、
生
徒
た
ち
は
、「W

E
 

W
IS

H

」
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
電

波
を
自
作
の
ア
ン
テ
ナ
で
初
め
て

受
信
し
ま
し
た
。
ア
ン
テ
ナ
、
周

波
数
の
確
認
、
時
計
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
役
割
を
分
担
し
、
同
日
午
後
５

時
24
分
か
ら
観
測
を
始
め
ま
し
た
。

　
「W

E
 W

IS
H

」か
ら
の
電
波
を

受
信
す
る
と
、
接
続
さ
れ
た
ス
ピ

ー
カ
ー
か
ら「
ピ
ー
」「
ガ
ー
」と
音

が
出
て
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
か

ら
は「（
電
波
が
）入
っ
た
」と
歓
声

が
上
が
り
、
10
分
間
の
観
測
実
験

は
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

青
木
瑞み

ず
き葵

さ
ん（
４
年
生
）は
、

「
受
信
音
が
は
っ
き
り
聞
こ
え
た

瞬
間
、
衛
星
と
つ
な
が
っ
た
感
じ

が
し
て
う
れ
し
か
っ
た
」と
感
動
。

山
田
拓
郎
君（
３
年
生
）は
、「
星

が
つ
か
め
そ
う
な
気
が
し
た
。
宇

宙
と
の
距
離
が
す
ご
く
近
づ
い
た

気
が
す
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
の
実
験
後
、
明
星
電

気
の
技
術
開
発
本
部
で
技
師
長
を

務
め
る
田
口
孝こ

う
じ治

さ
ん
は
、「W
E
 

W
IS

H

は
大
成
功
で
す
」と
生
徒

た
ち
に
伝
え
、「W

E
 W

IS
H

」の

目
指
す
３
つ
の
目
的
を
達
成
で
き

て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い

る
と
話
し
ま
し
た
。

　
「W

E
 W

IS
H

」打
ち
上
げ
の
目

的
は
次
の
３
つ
で
す
。

●
地
域
社
会
へ
の
貢
献　

四
ツ
葉

学
園
の
生
徒
が
開
発
段
階
か
ら
共

同
研
究
会
に
参
加
し
、
受
信
ア
ン

テ
ナ
の
作
成
や
ア
ン
テ
ナ
を
使
っ

た
受
信
実
験
な
ど
に
携
わ
っ
て
い

ま
す

●
取
得
デ
ー
タ
の
利
用
促
進　

ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
を
利
用
し
て
広
く

一
般
に
観
測
デ
ー
タ
を
提
供
し
て

い
ま
す

●
超
小
型
熱
赤
外
線
カ
メ
ラ　

地

上
や
海
面
の
温
度
な
ど
の
デ
ー
タ

を
取
得
し
ま
す

　
「W

E
 W

IS
H

」は
軌
道
が
下
が

り
燃
え
尽
き
る
ま
で
の
約
１
０
０

日
間
地
上
に
デ
ー
タ
を
送
り
続
け
、

そ
の
役
目
を
終
え
る
予
定
で
す（
10 

月
31
日
現
在
）。

四
ツ
葉
学
園  

明
星
電
気
と
の
共
同
開
発

伊
勢
崎
か
ら
宇
宙
へ

明星電気株式会社
長沼町2223

　明星電気は、「アメダス」「計測
震度計」を気象庁に納入するな
ど、日本の気象観測、地震観測
の中枢を担う企業です。
　宇宙分野では、日本の宇宙開
発スタート時から現在まで、約
2,700個もの観測機器を宇宙に
送り出しています。
　月周回衛星「かぐや」、小惑星
探査機「はやぶさ」などにも明星
電気の観測機器が搭載されてい
ました。

気球を使った気象観測実験

クリーンルームでの衛星耐環境試験 電波の受信実験（10月31日）

HOT TOPICS

小型衛星
WE WISHと
同じ部品で作られた
エンジニアリングモデル


